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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
九
八

　

山
名
弘
史
先
生
は
東
京
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
科
助
手
を
経
て
、
一
九
八
三

年
に
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
に
専
任
講
師
と
し
て
着
任
さ
れ
、
一
九
八
五

年
に
助
教
授
、
一
九
九
七
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
三

月
三
一
日
を
も
っ
て
定
年
退
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、

文
学
部
史
学
科
主
任
、
法
政
史
学
会
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
史
学
科
と
法

政
史
学
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
専
門
は
主
に
清
朝
末
期
の
社
会
経
済
史
で
、
河
原
正
博
先
生
の
後
を
継

い
で
着
任
さ
れ
て
か
ら
三
十
年
間
、
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
の
東
洋
史
を

担
当
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
と
く
に
栃
木
利
夫
先
生
が
第
一
教
養
部
か
ら
史

学
科
に
転
属
さ
れ
た
二
〇
〇
三
年
ま
で
の
二
十
年
間
は
、
お
一
人
で
東
洋
史

を
背
負
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
史
学
科
で
東
洋
史
を
学
ん
だ
学
生
で
、
先
生

の
御
学
恩
を
蒙
ら
な
か
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

御
退
任
の
後
も
引
き
続
き
我
々
に
ご
指
導
頂
け
る
こ
と
と
、
先
生
ご
自
身

の
研
究
の
一
層
の
進
展
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
に
先
生
の
御
経
歴
・
御
業
績
、
お
人
柄
の
一
端
を
紹
介
し
、
さ
さ
や

か
で
は
あ
り
ま
す
が
先
生
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
名
弘
史
教
授
の
履
歴
と
業
績

【
略
年
譜
】

一
九
四
二
年	

九
月
二
日　

東
京
都
に
誕
生
。

一
九
四
九
年	

四
月	

府
中
町
立
府
中
第
一
小
学
校
入
学
。

一
九
五
五
年	

三
月	

府
中
町
立
府
中
第
一
小
学
校
卒
業
。

一
九
五
八
年	

三
月	

明
星
中
学
校
卒
業
。

一
九
六
一
年	

三
月	

明
星
高
等
学
校
卒
業
。

一
九
七
〇
年	

五
月	

東
京
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
科
卒
業
。（
大
学
紛
争
に

よ
る
変
則
）

一
九
七
三
年	

三
月	

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
東
洋
史
学
専
攻

修
士
課
程
修
了
（
文
学
修
士
）。

	
	

修
士
論
文
「
清
末
浙
江
省
龍
游
県
の
紳
董
の
存
在
形

態
に
つ
い
て
」

	

四
月	

財
団
法
人
東
洋
文
庫
研
究
部
嘱
託
。（
一
九
八
一
年
三

月
ま
で
）

一
九
八
〇
年	
三
月	

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
東
洋
史
学
専
攻

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

山
名
弘
史
先
生
を
送
る
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一
九
九

山
名
弘
史
先
生
を
送
る

	

四
月	

横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
。（
一
九
八
四

年
三
月
ま
で
）

一
九
八
一
年	

四
月	

財
団
法
人
東
洋
文
庫
奨
励
研
究
員
。

一
九
八
二
年	
四
月	

東
京
大
学
文
学
部
助
手
。（
東
洋
史
学
科
）

一
九
八
三
年	
四
月	

法
政
大
学
文
学
部
専
任
講
師
。（
史
学
科
・
東
洋
史
）

一
九
八
五
年	

四
月	
法
政
大
学
文
学
部
助
教
授
。

一
九
九
七
年	

四
月	

法
政
大
学
文
学
部
教
授
。

二
〇
〇
六
年	

四
月
～	

翌
年
三
月　

国
内
研
修
。

【
出
講
大
学
】

　
　

横
浜
国
立
大
学

　
　

東
洋
大
学

　
　

國
學
院
大
學

　
　

上
智
大
学

【
学
会
活
動
】

　
　

歴
史
学
会
会
員
。

　
　

東
洋
史
研
究
会
会
員
。

　
　

法
政
大
学
史
学
会
会
員
。

【
主
要
著
作
目
録
】

一
九
七
五
年	

『
中
国
土
地
契
約
文
書
集
（
金
―
清
）』（
財
団
法
人
東
洋
文
庫
）

（
共
著
）

一
九
七
六
年	

「
清
末
江
蘇
省
の
義
倉
―
蘇
州
の
豊
備
義
倉
の
場
合
―
」（『
東

洋
学
報
』
五
八
―
一
・
二
）

一
九
七
八
年	

「
一
九
七
七
年
の
歴
史
学
会
―
回
顧
と
展
望
―（
中
国
―
近
代
）」

（『
史
学
雑
誌
』
八
七
―
五
）

一
九
八
〇
年	

「
清
末
江
南
の
義
荘
に
つ
い
て
」（『
東
洋
学
報
』
六
二
―
一
・
二
）

一
九
八
五
年	
「
潘
曾
沂
に
つ
い
て
―
清
末
江
南
の
一
郷
紳
―
」（『
法
政
史
学
』

三
七
）
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

二
〇
〇

一
九
九
三
年	

「
林
則
徐
と
銀
問
題
」（『
法
政
史
学
』
四
五
）

一
九
九
五
年	

「
道
光
期
江
北
の
米
市
場
―
沛
県
の
小
事
件
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
〇
）

一
九
九
七
年	
「
借
項
に
つ
い
て
―
清
朝
地
方
財
政
の
一
齣
―
」（『
法
政
大
学

文
学
部
紀
要
』
四
二
）

二
〇
〇
〇
年	

「
動
項
に
つ
い
て
」（『
法
政
史
学
』
五
三
）

二
〇
〇
四
年	

「
虧
空
に
つ
い
て
―
動
項
補
論
―
」（『
法
政
史
学
』
六
一
）

二
〇
〇
七
年	

「
清
末
の
蘇
州
商
務
総
会
に
つ
い
て
」（『
法
政
史
学
』
六
八
）
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二
〇
一

山
名
弘
史
先
生
を
送
る

　
　

山
名
弘
史
先
生
を
送
る

後
藤　

篤
子　

　

山
名
弘
史
先
生
が
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
。
月
日
の
流
れ
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
私
が
山
名
弘
史
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
先
生

が
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
に
専
任
と
し
て
ご
着
任
に
な
っ
た
一
九
八
三
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
私
は
そ
の
年
の
四
月
、
当
時
は
ま
だ
一
人
し

か
い
な
か
っ
た
西
洋
史
担
当
教
員
の
故
倉
持
俊
一
先
生
が
国
内
研
究
を
取
ら

れ
た
こ
と
に
伴
う
兼
任
講
師
と
し
て
、
は
じ
め
て
法
政
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
縁
で
私
は
そ
の
後
六
年
間
、
兼

任
講
師
と
し
て
法
政
で
西
洋
史
ゼ
ミ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
九
八
九

年
に
は
専
任
教
員
と
し
て
史
学
科
に
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

山
名
先
生
と
は
四
半
世
紀
を
越
え
る
お
付
き
合
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

兼
任
時
代
に
も
、
今
は
解
体
さ
れ
た
第
一
校
舎
四
階
で
西
洋
史
研
究
室
と

東
洋
史
研
究
室
が
隣
り
合
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
山
名
先
生
に
は
た
び
た

山
名
弘
史
先
生
を
送
る
言
葉

び
お
会
い
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
当
時
は
ま
だ
、
ゼ
ミ
終
了
後
に
研
究
室

で
教
員
と
学
生
が
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
熱
く
語
り
合
う
と
い
う
「
古
き

良
き
時
代
」
で
、
西
洋
史
研
究
室
で
は
故
倉
持
先
生
の
お
人
柄
も
あ
り
頻
繁

に
「
酒
盛
り
」
が
あ
っ
て
、
隣
室
の
山
名
先
生
に
は
随
分
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
先
生
は
常
に
に
こ
や
か
に
優
し
く
接

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

専
任
に
な
っ
て
か
ら
は
、
山
名
先
生
が
い
か
に
学
生
思
い
で
、
真
っ
直
ぐ

な
お
人
柄
で
あ
る
か
を
、
さ
ら
に
深
く
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
生
は
二
○

○
三
年
度
に
旧
第
一
教
養
部
か
ら
栃
木
利
夫
先
生
が
移
籍
し
て
こ
ら
れ
る
ま

で
、
た
っ
た
お
一
人
で
史
学
科
の
東
洋
史
分
野
の
教
育
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た

の
だ
が
、
そ
の
間
も
そ
の
後
も
在
外
研
究
を
取
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
国
内

研
究
も
二
〇
〇
六
年
度
に
一
度
取
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
着
任
が
新
し
い

私
が
先
に
在
外
研
究
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
折
な
ど
、「
私
は
自
分
の
都
合

で
取
ら
な
い
だ
け
で
す
か
ら
」
と
、
遠
慮
す
る
私
を
逆
に
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
だ
が
、
先
生
が
ご
自
分
の
「
都
合
」
と
仰
っ
て
い
た
の
は
、
学
生
へ
の

責
任
感
や
ご
家
族
へ
の
配
慮
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
教
授
会
な
ど
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

二
〇
二

で
「
は
い
っ
」
と
手
を
挙
げ
ら
れ
、
ご
自
分
が
感
じ
た
疑
問
や
お
考
え
を
忌

憚
な
く
口
に
さ
れ
る
お
姿
も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
史
学
科
の
良
心
」
と
い
う
、

故
倉
持
先
生
の
山
名
先
生
評
に
得
心
す
る
こ
と
、
度
々
で
あ
っ
た
。

　

山
名
先
生
は
三
○
年
に
も
及
ぶ
ご
在
職
期
間
を
通
じ
て
、
教
育
と
ご
研
究

の
か
た
わ
ら
、
学
科
主
任
や
教
授
会
副
主
任
な
ど
重
要
校
務
に
携
わ
ら
れ
、

入
試
業
務
に
も
ず
っ
と
貢
献
さ
れ
て
き
た
。
法
政
史
学
会
会
長
も
長
く
お
務

め
く
だ
さ
っ
た
。
私
の
中
の
先
生
は
ず
っ
と
変
わ
ら
ぬ
お
若
さ
で
、
先
生
が

法
政
大
学
を
去
ら
れ
る
と
は
信
じ
難
い
思
い
で
あ
る
。
先
生
の
優
し
い
笑
顔
、

時
折
お
見
せ
に
な
る
「
や
ん
ち
ゃ
」
な
表
情
に
接
す
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま

う
こ
と
は
淋
し
い
限
り
で
あ
る
が
、
都
内
に
お
住
ま
い
な
の
だ
し
、
ま
だ
ま

だ
お
若
い
の
だ
か
ら
、
法
政
史
学
会
な
ど
で
ま
た
お
会
い
で
き
る
も
の
と
信

じ
て
い
る
。

　

山
名
先
生
、長
き
に
わ
た
る
お
導
き
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
身
体
に
ご
留
意
の
上
、

ま
す
ま
す
ご
研
究
を
深
め
ら
れ
、
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。

　
　

惜
別
の
言
葉

澤
登　

寛
聡　

　

山
名
弘
史
先
生
は
、
前
任
の
先
生
で
私
も
教
わ
っ
た
河
原
正
博
先
生
の
後

任
と
し
て
法
政
大
学
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
先
生
と
実
際
に
お
つ
き
あ

い
戴
い
た
の
は
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
四
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。
こ
の

と
き
に
私
が
着
任
し
た
か
ら
で
す
が
、
今
年
で
十
七
年
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
私
は
、
先
生
を
遠
く
か
ら
拝
見
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
文
学

部
史
学
科
の
中
国
史
の
先
生
で
あ
る
と
い
う
事
以
外
、
何
か
先
生
に
つ
い
て

知
る
と
い
う
機
会
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
学
科
で
お

つ
き
あ
い
戴
く
よ
う
に
な
る
と
清
朝
社
会
の
研
究
を
な
さ
れ
て
い
る
事
、
そ

し
て
、
こ
れ
が
先
生
の
最
大
の
個
性
だ
と
誰
も
が
考
え
る
と
思
う
の
で
す
が
、

大
変
に
物
静
か
で
穏
や
か
な
先
生
で
あ
る
事
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
教
授
会
や
委
員
会
で
も
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
穏

や
か
な
口
調
で
は
っ
き
り
と
仰
る
先
生
で
あ
る
事
な
ど
が
次
第
に
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
人
は
い
ろ
い
ろ
議
論
を
交
わ
し
て
白
熱
し
て
く
る
と
我
を
忘
れ

た
物
言
い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、先
生
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
十
七
年
間
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
つ
い
ぞ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
先
生
の
在
り
方
は
で
き
る
だ
け
人
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
慎
重
に
配
慮
し
、
ご
自
身
の
見
解
を
述
べ
る
と
い
う
優
し

い
気
持
の
あ
ら
わ
れ
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
拝
察
し
ま
す
が
、
先
生
に
は
こ
と

あ
る
ご
と
に
、
こ
う
し
た
人
と
し
て
の
在
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
多
分
、
こ
の
よ
う
な
先
生
に
魅
せ
ら
れ
た
学
生
も
少
な
く
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
先
生
は
、
自
転
車
部
の
部
長
や
法
政
大
学
史
学
会
の
会
長
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
自
転
車
部
の
部
長
の
時
は
、
私
が
重
量
挙
部
で
あ
っ
た

時
期
と
も
か
さ
な
っ
て
体
育
会
の
部
長
会
で
も
、
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
法
政
大
学
史
学
会
で
は
あ
の
温
和
な
語
り
口
で
会
長
と
し
て
の
挨

拶
を
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
昨
年
は
、
わ
た
く
し
の
私
的
な
事
情
か
ら
公

務
を
代
わ
っ
て
戴
い
た
り
と
大
変
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
で
す
が
、
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二
〇
三

山
名
弘
史
先
生
を
送
る

心
か
ら
お
礼
を
申
し
述
べ
、
先
生
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て

惜
別
の
言
葉
に
代
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

山
名
弘
史
先
生
を
送
る
こ
と
ば

長
井　

純
市　

　

山
名
先
生
、
長
い
間
、
研
究
・
教
育
・
学
務
等
に
お
き
ま
し
て
ご
尽
力
な

さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
先
生
の
お
そ
ば
で
共
同
作
業
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
輩
教
員
と
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
生
は
、
研
究
・
教
育
・
学
務
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
、
先
生
ら
し

さ
を
保
ち
つ
つ
、
役
割
を
着
実
に
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
そ
う
し
た
落

ち
着
い
た
姿
は
、
や
や
も
す
る
と
急
い
だ
り
、
焦
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す

る
わ
れ
わ
れ
後
輩
教
員
に
安
心
感
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

　

先
生
に
関
す
る
一
番
の
思
い
出
は
、
こ
こ
に
記
す
こ
と
は
い
さ
さ
か
ふ
さ

わ
し
く
な
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
先
生
の
ご
体
調
が
不
良
と
な
り
、
先

生
が
緊
急
に
職
場
か
ら
病
院
に
行
く
こ
と
と
な
っ
た
と
き
に
、
先
生
の
お
そ

ば
に
つ
い
て
私
も
同
行
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
私
に
は
初
め
て
の
経
験
で

し
た
の
で
、
大
い
に
驚
き
慌
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
病
院
到
着
後
、
治
療
に

よ
り
先
生
は
ま
も
な
く
お
元
気
に
な
り
、
さ
ら
に
ご
家
族
の
方
が
病
院
に
到

着
な
さ
れ
、
無
事
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
私
も

安
心
致
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
お
あ
り
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
先

生
が
真
剣
に
職
務
に
励
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
証
す
る
事
態
で
あ
っ
た

と
、
そ
の
と
き
よ
う
や
く
気
付
き
ま
し
た
次
第
で
す
。

　

先
生
の
研
究
分
野
に
つ
い
て
は
、
私
は
専
門
外
の
者
と
し
て
云
々
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
着
実
な
考
証
に
先
生
の
研
究
手
法
の
特
徴
（
そ
し
て

特
長
）
が
あ
る
よ
う
に
拝
見
し
て
い
ま
す
。
即
断
を
排
し
て
テ
キ
ス
ト
と
な

る
文
献
を
じ
っ
く
り
読
む
こ
と
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
、
そ
し
て
考
察
（
熟

考
）
す
る
こ
と
、
そ
う
し
た
学
究
と
し
て
守
る
べ
き
最
も
大
切
な
基
本
マ
ナ
ー

を
守
り
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
最
後
の
年
度
と
な
っ
た
二
○

一
二
年
一
二
月
、
文
学
部
九
〇
周
年
記
念
行
事
に
お
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
た
め
登
壇
さ
れ
、
先
生
が
歴
史
学
を
通
じ
て
人
文
科
学
の
魅
力
に

つ
い
て
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
先
生
の
研
究
姿
勢
を
そ
の
ま
ま
表
現

し
た
も
の
で
し
た
。

　

先
生
の
ご
指
導
の
下
、
東
洋
史
を
学
ん
だ
多
く
の
学
生
は
、
年
齢
を
加
え

る
た
び
に
、
先
生
の
温
厚
な
人
柄
と
共
に
、
先
生
の
学
恩
に
感
謝
し
、
幸
福

感
を
増
す
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、近
年
、文
部
科
学
省
を
中
心
と
し
て
、

大
学
生
が
卒
業
時
点
で
身
に
付
け
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
「
学
士
力
」
な
ど

と
い
う
概
念
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
短
期
的
な
教
育
効
果
と
は
ま
っ
た
く
別

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
、
も
っ
と
は
る
か
に
大
切
な
も
の
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
ひ
い
て
は
本
学
自
体
が
先
生
の
ご
在
職
に
感
謝
し
続
け

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

先
生
が
、歴
史
と
同
様
に
、今
目
の
前
に
あ
る
諸
事
象
（
我
々
同
僚
を
含
む
）

を
じ
っ
く
り
観
察
し
、
考
察
（
熟
考
）
し
、
そ
の
上
で
ご
自
身
の
言
動
を
発

す
る
と
い
う
姿
は
、
私
の
模
範
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
先
生
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
も
「
法
政
大
学
人
」
を
見
守
り
、
ご
教
導
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

二
〇
四

　
　

山
名
先
生
を
送
る

加
納　

格　

　

山
名
先
生
が
ご
退
職
の
時
と
な
っ
た
。
私
の
史
学
科
へ
の
着
任
時
期
は
、

現
在
の
教
員
の
中
で
比
較
的
新
し
い
方
に
属
す
る
。
着
任
時
に
お
ら
れ
た
六

名
の
先
生
方
の
中
で
も
山
名
先
生
は
最
古
参
で
あ
る
と
そ
の
時
聞
い
た
。
東

大
で
助
手
を
務
め
ら
れ
て
か
ら
法
政
大
学
に
来
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
の
で
、
経
歴
に
重
な
る
部
分
も
あ
っ
て
何
か
親
し
み
を
感
じ
た
も
の
で
あ

る
。

　

そ
の
後
授
業
な
ど
様
々
な
校
務
を
ご
一
緒
す
る
こ
と
も
あ
り
、
だ
ん
だ
ん

に
人
と
な
り
に
接
し
て
そ
の
紳
士
的
で
温
厚
な
お
人
柄
を
知
る
こ
と
と
な
っ

た
。
何
か
あ
っ
て
も
動
ぜ
ず
、
沈
着
冷
静
に
物
事
を
処
理
さ
れ
る
の
は
、
先

生
が
伝
統
あ
る
東
洋
史
学
で
薫
陶
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は

な
い
の
で
あ
ろ
う
。
先
生
の
そ
の
ビ
ヘ
イ
ヴ
ィ
ア
に
何
事
に
つ
け
て
も
ガ
サ

ツ
な
私
は
、
幾
度
と
な
く
助
け
て
い
た
だ
い
た
。

　

先
生
の
ご
専
門
と
さ
れ
る
中
国
近
代
史
は
、
私
の
関
心
で
あ
る
ロ
シ
ア
近

現
代
と
強
く
関
わ
り
を
も
つ
研
究
分
野
で
あ
る
。
殊
に
一
九
世
紀
か
ら
二
〇

世
紀
に
か
け
て
は
露
清
関
係
、
ソ
中
関
係
と
し
て
一
際
関
係
が
強
か
っ
た
。

そ
の
関
係
の
仕
事
で
は
先
生
の
中
国
近
代
史
の
深
い
学
識
で
手
助
け
い
た
だ

い
た
。
外
国
語
表
記
一
般
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
語
表

記
の
中
国
地
名
と
い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
は
難
点
な
の
で
あ
る
。
今
後
こ

の
方
向
で
も
う
少
し
仕
事
を
す
る
心
算
で
い
る
が
、
ま
た
先
生
に
お
尋
ね
す

る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
っ
て
い
る
。
是
非
今
後
も
宜
し
く
ご
教
示
ほ
ど
お
願

い
し
た
い
。
今
後
の
ご
厚
誼
と
こ
の
お
願
い
を
も
っ
て
送
る
言
葉
と
し
た
い
。

　
　

山
名
先
生
、
お
疲
れ
さ
ま

中
村　

純　

　

私
が
初
め
て
山
名
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
一
九
八
五
年
の
五
月
頃

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
、
第
一
教
養
部
新
任
教
員
と
し
て

初
め
て
山
名
先
生
と
入
試
関
係
業
務
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
ま
で
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
毎
年
同
じ

業
務
で
働
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
す
で
に
退
職
さ
れ

た
ば
か
り
で
な
く
サ
ッ
サ
と
別
の
世
界
へ
お
引
越
し
さ
れ
て
し
ま
っ
た
倉
持

先
生
、
第
二
教
養
部
か
ら
社
会
学
部
に
移
ら
れ
て
昨
年
度
退
職
さ
れ
た
相
良

先
生
、
同
じ
く
第
二
教
養
部
か
ら
人
間
環
境
学
部
に
移
ら
れ
て
数
年
前
に
退

職
さ
れ
た
松
田
先
生
、
私
と
同
じ
第
一
教
養
部
か
ら
文
学
部
に
移
っ
た
あ
と

や
は
り
数
年
前
に
退
職
さ
れ
た
栃
木
先
生
で
し
た
。
そ
の
後
メ
ン
バ
ー
に
は

い
ろ
い
ろ
出
入
り
が
あ
り
ま
し
た
が
私
が
初
め
て
あ
の
仕
事
を
始
め
た
と
き

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
メ
ン
バ
ー
で
は
今
や
私
だ
け
が
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
く
い
う
私
も
二
〇
〇
八
年
以
降
そ
の
仕
事
を
し
て

い
ま
せ
ん
が
。
気
骨
の
折
れ
る
仕
事
で
し
た
が
山
名
先
生
は
と
て
も
情
緒
の

安
定
し
た
方
で
、
こ
ち
ら
が
頭
に
血
が
上
っ
た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
し
た
時

ふ
と
見
る
と
い
つ
も
山
名
先
生
が
穏
か
な
微
笑
み
を
浮
か
べ
て
淡
々
と
し
て

お
ら
れ
る
の
を
見
て
、
気
を
取
り
直
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
長
い
勤
続
年

数
に
し
て
は
国
内
研
究
も
一
度
く
ら
い
で
在
籍
の
間
ほ
と
ん
ど
あ
の
仕
事
を

外
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
に
伺
っ
て
い
ま
す
。
長
い
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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二
〇
五

山
名
弘
史
先
生
を
送
る

　
　

山
名
弘
史
先
生
を
送
る

小
口　

雅
史　

　

私
と
山
名
先
生
の
出
会
い
は
、
一
九
八
二
年
に
ま
で
遡
る
。
私
の
よ
う
に

日
本
古
代
史
を
勉
強
し
て
い
る
と
、
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
中
国
古
代
中
世

史
研
究
と
の
接
点
は
多
い
。
私
が
大
学
院
博
士
課
程
（
国
史
学
専
門
課
程
）

に
進
学
し
た
そ
の
年
、
山
名
先
生
は
助
手
と
し
て
東
洋
史
学
研
究
室
の
助
手

と
し
て
、
東
洋
文
庫
か
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
。
先
生
は
在
職
一
年
で
法
政
大

学
に
転
出
さ
れ
た
の
で
、
接
点
が
あ
っ
た
の
は
わ
ず
か
一
年
間
だ
け
で
は
あ
っ

た
が
、
東
洋
史
に
は
時
代
を
問
わ
ず
知
人
が
何
人
も
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

そ
の
研
究
室
に
は
結
構
出
入
し
て
い
た
か
ら
、
若
か
り
し
こ
ろ
の
先
生
の
お

姿
も
何
度
も
拝
見
し
た
。
も
っ
と
も
そ
れ
以
後
は
、
私
が
最
初
の
奉
職
先
で

あ
る
弘
前
大
学
か
ら
法
政
大
学
に
転
任
し
て
く
る
ま
で
は
、
お
そ
ら
く
一
度

も
お
目
に
掛
か
っ
た
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
そ
の
印
象
は
強

く
、
久
し
ぶ
り
に
法
政
大
学
で
再
会
で
き
た
と
き
に
も
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て

お
ら
れ
な
い
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
法
政
大

学
へ
の
赴
任
が
決
ま
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
法
政
大
学
＝
山
名
先
生
の
お
ら

れ
る
大
学
、
で
あ
っ
た
。

　

山
名
先
生
と
い
え
ば
、
誰
で
も
す
ぐ
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
そ
の
ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
で
あ
る
、
明
る
い
グ
レ
ー
の
背
広
で
あ
る
。
真
夏
の
本
当
に
暑
い

ご
く
一
時
期
を
除
き
、
清
潔
感
あ
ふ
れ
る
こ
の
お
姿
は
一
貫
し
て
い
る
。
私

な
ど
、
薄
い
色
の
洋
服
は
汚
れ
が
目
立
つ
の
で
（
実
際
す
ぐ
に
汚
し
て
し
ま

う
）、
あ
ま
り
着
な
い
の
で
あ
る
が
、
山
名
先
生
は
本
当
に
き
れ
い
好
き
な
の

だ
と
思
う
。

　

史
学
科
の
共
同
研
究
室
や
多
く
の
教
員
の
研
究
室
の
あ
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・

タ
ワ
ー
一
五
階
の
流
し
台
の
汚
れ
を
い
つ
も
気
に
し
て
お
ら
れ
た
。
先
生
の

鶴
の
一
声
で
、「
こ
こ
は
み
ん
な
が
使
う
場
所
で
す
。
奇
麗
に
使
い
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
Ａ
４
大
の
紙
が
貼
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
う
し
た
清
潔

感
な
い
し
正
義
感
は
、
教
授
会
発
言
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。
少
し
で
も

お
か
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、「
は
い
！
」
と
い
っ
て
挙
手
さ
れ
、
忌
憚
の
な

い
と
こ
ろ
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
あ
の
勇
姿
が
も
う
見
ら
れ
な
く
な
る
か
と

思
う
と
い
さ
さ
か
寂
し
い
し
、
文
学
部
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
あ
る
。

我
々
が
そ
う
し
た
気
風
を
し
っ
か
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

先
生
、
長
い
間
、
本
学
の
た
め
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
健

康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
お
元
気
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

　
　

山
名
弘
史
先
生
を
送
る

小
倉　

淳
一　

　

一
九
九
六
年
度
の
東
洋
史
概
説
の
授
業
は
、
通
年
の
二
科
目
（
概
説
一
お

よ
び
概
説
二
）
を
山
名
弘
史
先
生
が
担
当
さ
れ
て
い
た
。
学
部
二
年
生
だ
っ

た
私
は
月
曜
と
金
曜
に
配
置
さ
れ
た
授
業
を
受
講
し
、
中
国
の
歴
史
を
中
心

と
し
た
本
格
的
な
東
洋
史
を
初
め
て
学
ん
だ
。

　

当
時
の
受
講
ノ
ー
ト
が
手
許
に
あ
る
。
実
家
の
押
し
入
れ
に
段
ボ
ー
ル
一

箱
に
し
ま
い
込
ん
で
あ
る
も
の
で
、
滅
多
に
開
く
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
懐

か
し
さ
と
と
も
に
学
生
時
代
の
ノ
ー
ト
を
め
く
っ
て
み
る
と
、
概
説
（
一
）

は
宋
代
ま
で
、（
二
）
は
元
代
以
降
の
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
史
を
専
攻

し
よ
う
と
大
学
に
入
っ
た
私
は
、
外
国
史
の
勉
強
は
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ
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た
こ
と
も
あ
り
、
中
国
史
の
年
表
す
ら
十
分
に
頭
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

山
名
先
生
は
概
説
の
授
業
の
始
め
に
試
験
用
紙
を
お
配
り
に
な
り
、
こ
れ
は

試
験
で
は
な
い
と
前
置
き
さ
れ
た
上
で
、「
皆
さ
ん
の
知
識
と
東
洋
史
に
関
す

る
学
習
の
レ
ベ
ル
を
知
り
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
ま
ず
は
そ
こ
に
中
国
歴

代
王
朝
を
継
起
し
た
順
序
で
書
き
上
げ
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
の

答
案
を
出
す
の
が
ひ
ど
く
恥
ず
か
し
く
、
一
年
間
し
っ
か
り
と
授
業
に
集
中

し
よ
う
と
心
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
高
校
世
界
史
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
私
に
は
、
授
業
を

理
解
す
る
こ
と
で
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
中
国
の
歴
史
は
長
く
、
そ
し
て
深
い
。

先
生
の
お
話
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
広
が
り
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
い
く
ら
で

も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
前
期
・
後
期
に
そ
れ
ぞ
れ
試
験
が
準
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
対
策
に
頭
を
痛
め
た
こ
と
も
、
今
と
な
っ
て
は
よ

い
思
い
出
で
あ
る
。

　

最
近
に
な
っ
て
先
生
に
二
年
生
時
の
授
業
の
こ
と
を
お
伝
え
す
る
と
、
意

外
な
お
答
え
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
年
は
通
常
の
年
と
は
違
っ
て
、
兼
任
の

先
生
の
お
仕
事
の
事
情
が
あ
っ
て
、
先
生
が
二
つ
の
概
説
を
お
一
人
で
担
当

さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
山
名
先
生
に
よ
る
中

国
通
史
を
受
講
で
き
た
幸
運
な
学
年
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
先
生
は

い
つ
も
の
よ
う
に
ほ
ほ
え
み
を
浮
か
べ
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
年
の
授
業
の
こ

と
を
懐
か
し
そ
う
に
お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
先
生
に
教
わ
っ
た
学
生
の

一
人
と
し
て
、
先
生
が
当
時
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
、
ど

こ
か
誇
ら
し
く
思
わ
れ
た
。
実
際
に
は
、
先
生
に
散
々
ご
面
倒
を
お
か
け
し

た
学
年
の
授
業
と
し
て
印
象
に
残
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。

　

そ
の
学
生
達
も
四
十
の
半
ば
を
過
ぎ
、
あ
の
頃
の
先
生
の
年
齢
を
超
え
た
。

し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
、
腕
組
み
を
し
な
が
ら
ほ
ほ
え
ん
で
お
ら
れ
る
先

生
の
立
ち
姿
は
、
二
十
七
年
前
の
授
業
の
当
時
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

お
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
先
生
に
お
目
に
か
か
る
た
び
に
、
お
変
わ
り
の

な
い
姿
と
優
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
今

後
と
も
先
生
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
私
た
ち
に
お
力

添
え
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　

山
名
弘
史
先
生
を
送
る

齋
藤　

勝　

　

私
が
赴
任
し
た
三
年
前
、
ち
ょ
う
ど
山
名
先
生
が
学
科
主
任
を
務
め
て
お

ら
れ
、
毎
月
あ
る
委
員
会
で
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
た
。
山
名
先
生
は
、
専
任

の
経
験
の
な
か
っ
た
私
に
職
務
の
内
容
や
沿
革
、
法
政
大
学
や
文
学
部
史
学

科
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ

中
国
史
を
専
門
と
し
て
お
り
、
同
じ
大
学
・
学
部
学
科
の
出
身
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
東
洋
史
と
い
う
学
問
に
つ
い
て
も
色
々
と
お
話
し
頂
い
た
。
そ

の
後
も
今
日
ま
で
、
し
ば
し
ば
二
人
で
お
話
を
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
り
、

時
に
は
数
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
く
に
昨
年
の
夏
に
は
お
互
い
の

ゼ
ミ
の
学
生
と
と
も
に
中
国
の
江
南
地
方
を
旅
し
、
ホ
テ
ル
で
は
部
屋
も
同

じ
く
し
、
先
生
に
は
き
っ
と
迷
惑
だ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
夜
遅
く
ま
で
お

話
し
さ
せ
て
頂
い
た
。
ど
れ
も
よ
き
思
い
出
で
あ
り
、
ご
退
職
の
日
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
山
名
先
生
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
な
い
。

　

山
名
先
生
と
ご
一
緒
し
て
い
る
と
、
ど
こ
か
和
ん
だ
気
持
ち
に
な
る
。
こ

れ
は
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ご
退
職
を
ひ
か
え
た
今
年
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山
名
弘
史
先
生
を
送
る

度
に
な
っ
て
、
学
生
だ
け
で
な
く
教
職
員
か
ら
も
「
隠
れ
山
名
フ
ァ
ン
な
ん

で
す
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。「
隠
れ
」
で
あ
る
必
要
は
な

い
と
は
思
う
が
、
つ
い
つ
い
「
隠
れ
」
と
つ
け
て
し
ま
う
の
も
、
山
名
先
生

の
奥
ゆ
か
し
い
お
人
柄
の
表
れ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
先
に
記
し
た
よ

う
に
山
名
先
生
と
私
は
専
門
や
出
身
校
が
一
緒
で
あ
る
。
さ
ら
に
育
っ
た
土

地
も
ほ
と
ん
ど
一
緒
で
、
四
十
歳
に
な
っ
て
初
め
て
専
任
職
を
持
ち
法
政
大

学
に
赴
任
し
た
と
こ
ろ
も
一
緒
で
あ
る
。
だ
か
ら
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
お
話
し
し
て
い
る
と
、
お
互
い
の
意
見
が
一
致
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
う
。
ひ
そ
か
に
私
自
身
は「
山
名
先
生
と
自
分
は
似
て
い
る
」と
思
っ

て
い
る
が
、
そ
の
お
人
柄
に
関
し
て
は
到
底
、
真
似
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

山
名
先
生
の
真
似
を
す
る
こ
と
は
、
私
だ
け
で
な
く
、
お
そ
ら
く
誰
に
も

出
来
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
三
十
年
の
長
き
に
亘
っ
て
法
政
大
学
文
学
部

史
学
科
の
東
洋
史
を
背
負
っ
て
こ
ら
れ
た
山
名
先
生
の
姿
を
心
に
と
ど
め
、

そ
の
ご
意
志
を
引
き
継
ぎ
育
ん
で
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
思
う
。

後
を
継
ぐ
者
と
し
て
、
山
名
先
生
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
も
の
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
て
、
山
名
先
生
を
送
る
言
葉
に
代
え
た
い
。

　

最
後
に
一
つ
だ
け
付
言
し
て
お
き
た
い
。
山
名
先
生
と
私
が
似
て
い
る
と

い
う
主
張
に
同
意
し
て
く
れ
た
人
は
こ
れ
ま
で
一
人
も
い
な
い
の
で
、
お
そ

ら
く
そ
ち
ら
が
正
し
い
の
だ
と
思
う
。

　
　

山
名
弘
史
先
生
を
送
る
言
葉

塩
沢　

裕
仁　

　

山
名
先
生
と
は
先
生
が
法
政
に
ご
着
任
さ
れ
て
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
あ

り
、
か
れ
こ
れ
三
〇
年
に
も
な
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
先
生
の
ご
退

官
に
あ
た
り
何
を
書
く
か
と
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
書
く
こ
と
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
そ
こ
で
山
名
先
生
の
学
者
と
し
て
、
ま
た
人
間
と
し
て
そ
の
人
柄

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
印
象
的
な
出
来
事
を
一
つ
選
ん
で
記
す
こ
と
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

山
名
先
生
は
学
生
の
教
育
、
大
学
の
業
務
な
ど
に
奔
走
さ
れ
て
い
た
た
め
、

ご
自
身
の
研
究
対
象
で
あ
る
中
国
に
お
出
か
け
に
な
る
こ
と
は
数
え
る
程
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
内
、
私
の
中
国
滞
在
中
で
す
が
、
山
名
先
生

が
洛
陽
に
お
越
し
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
先
生
が
黄
河
を
ご
覧
に
な

り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
路
線
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
洛
陽
の
北
、
孟
津
県
と

吉
利
区
と
の
間
に
架
か
る
黄
河
大
橋
に
出
掛
け
ま
し
た
。
バ
ス
で
大
橋
を
渡

り
、
風
が
強
い
の
で
そ
の
ま
ま
バ
ス
で
引
き
返
す
か
と
思
い
き
や
、
い
き
な

り
「
塩
沢
さ
ん
、
歩
い
て
渡
れ
ま
せ
ん
か
ね
ぇ
」
と
。
こ
の
橋
は
黄
河
の
中

で
も
比
較
的
川
幅
の
広
い
と
こ
ろ
に
架
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
長
さ
は

四
キ
ロ
を
超
え
ま
す
。
歩
い
て
渡
れ
ば
優
に
一
時
間
は
か
か
り
ま
す
し
、
ビ
ュ

ウ
ー
ビ
ュ
ウ
ー
と
川
風
が
吹
き
付
け
る
な
か
を
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
歩

い
て
渡
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
洛
陽
で
数
々
の
遺
跡
を
調
査
し
て

い
た
私
で
も
こ
れ
だ
け
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。
洛
陽
を
訪
れ
た
方
々
は
橋

の
中
央
ま
で
車
で
行
き
写
真
を
撮
っ
て
帰
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
十
分
に
満

足
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
歩
い
て
渡
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
」
と
前

代
未
聞
の
行
動
に
躊
躇
し
た
も
の
の
、
結
局
お
情
け
の
よ
う
に
設
け
ら
れ
た

大
橋
の
側
道
を
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
き
は
じ
め
ま
し
た
。
三
分
の
二
ほ
ど
渡
っ
た

と
こ
ろ
に
滔
滔
と
流
れ
る
河
水
が
あ
り
ま
す
。
流
れ
の
幅
自
体
は
二
百
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
で
す
が
両
側
に
数
キ
ロ
の
河
川
敷
を
持
ち
ま
す
か
ら
、
い
つ
み
て

11_山名先生を送る79.indd   207 13/03/01   15:19

Hosei University Repository



法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

二
〇
八

も
そ
の
景
色
は
雄
大
の
極
み
で
す
。
飛
ば
さ
れ
る
ほ
ど
の
川
風
が
吹
き
付
け

る
中
、そ
こ
で
先
生
は
は
た
と
立
ち
止
ま
り
、じ
っ
と
川
面
を
見
つ
め
な
が
ら
、

ご
自
分
の
語
っ
て
き
た
学
問
の
在
り
様
を
黄
河
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
一
言
、

「
私
は
こ
れ
ま
で
黄
河
を
見
ず
に
黄
河
の
こ
と
を
語
っ
て
き
ま
し
た
」
と
。
中

国
農
業
経
済
史
の
泰
斗
と
し
て
黄
河
に
は
一
際
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

語
り
尽
く
せ
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、
何
方
も
ご
存
じ
な
い
山
名
先
生

の
一
面
を
記
し
ま
し
た
。
山
名
先
生
の
人
柄
の
良
さ
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
山
名
先
生
と
の
長
年
の
お
付
き
合
い
の
中
で
私
に
と
っ
て
最
も

印
象
に
残
る
光
景
で
あ
り
、
黄
河
を
見
つ
め
て
い
た
そ
の
眼
差
し
に
山
名
先

生
の
学
問
と
向
き
合
っ
て
き
た
姿
勢
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
次
第
で

す
。
こ
れ
を
読
ま
れ
た
山
名
先
生
は
き
っ
と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
「
そ
ん
な

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
ね
ぇ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

語
り
口
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
山
名
先
生
の
微
笑
み
こ
そ

が
法
政
東
洋
史
の
看
板
で
あ
り
え
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　

山
名
先
生
を
送
る
言
葉

竹
茂　

敦　

　

山
名
先
生
が
二
〇
一
二
年
度
で
退
職
な
さ
る
と
い
う
こ
と
は
ず
い
ぶ
ん
以

前
か
ら
承
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
直
言
っ
て
、
今
年
度
に
入
っ
て
も
あ
ま

り
実
感
が
わ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
名
先
生
は
、
私
が
山
名
ゼ
ミ
に
入
っ

た
九
〇
年
代
半
ば
に
は
す
で
に
髪
の
毛
は
今
の
よ
う
な
白
さ
で
し
た
し
、
ゆ
っ

た
り
落
ち
着
い
た
物
腰
も
昔
か
ら
で
、
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
て
か
ら
二
十

年
近
く
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
年
を
と
ら
れ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
せ
ん
。

　

山
名
先
生
の
思
い
出
と
し
て
は
、
先
生
の
人
柄
の
良
さ
を
感
じ
さ
せ
る
出

来
事
を
つ
い
最
近
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
二
年
生
で
山
名
ゼ
ミ

に
入
っ
て
し
ば
ら
く
た
っ
た
、
お
と
な
し
い
私
も
そ
ろ
そ
ろ
名
前
を
覚
え
て

も
ら
っ
た
時
期
の
こ
と
だ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
わ
れ
わ
れ
学
生
の

間
で
は
、
そ
の
お
だ
や
か
な
口
調
ゆ
え
に
「
授
業
で
の
山
名
先
生
の
声
は
子

守
唄
」
と
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
（
現
在
も
？
）、
御
多
分
に
洩
れ
ず
、

私
も
先
生
の
東
洋
史
概
説
や
特
講
で
は
意
識
が
〝
違
う
世
界
〟
に
飛
ぶ
こ
と

が
し
ば
し
ば
で
し
た
。
そ
ん
な
概
説
の
授
業
終
了
後
に
出
席
カ
ー
ド
を
渡
し

に
い
っ
た
際
の
こ
と
で
す
。
に
こ
や
か
な
笑
顔
の
山
名
先
生
か
ら
「
よ
く
眠

れ
ま
し
た
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
、
答
え
に
窮
し
た
私
は
思
わ
ず
「
は
い
、
お

か
げ
さ
ま
で
」
な
ど
と
答
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
〝
事
件
〟
が
あ
り
ま
し
た

（
一
応
こ
の
場
を
借
り
て
言
い
訳
し
ま
す
と
、本
当
に
反
射
的
な
返
答
で
、ま
っ

た
く
他
意
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
…
）。
し
か
し
、
山
名
先
生
は
に
っ
こ
り
と

微
笑
ん
で
「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
」
と
の
反
応
で
、そ
の
笑
顔
が
何
と
も
柔
和
で
、

先
生
の
授
業
に
出
始
め
て
ま
だ
日
の
浅
か
っ
た
私
は
「
こ
の
先
生
は
、
本
当

に
人
柄
が
良
い
の
だ
な
」
と
の
印
象
を
強
く
受
け
た
の
で
し
た
（
と
〝
思
い
出
〟

風
に
書
い
て
み
ま
し
た
が
、
実
際
に
山
名
先
生
に
お
尋
ね
し
た
ら
、「
い
や
、

あ
れ
は
皮
肉
だ
っ
た
の
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
り
し
て
…
!?　

た
だ
、
そ
ん

な
時
も
に
こ
や
か
な
笑
顔
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
）。

　

こ
の
よ
う
に
け
っ
し
て
ま
じ
め
と
は
言
え
な
い
学
生
だ
っ
た
私
も
、
三
年

生
に
な
る
と
山
名
先
生
の
研
究
室
に
入
り
浸
る
よ
う
に
な
り
、
先
生
か
ら
中

国
史
の
よ
も
や
ま
話
を
伺
う
機
会
に
ず
い
ぶ
ん
恵
ま
れ
、
ご
専
門
の
清
朝
時

代
は
も
と
よ
り
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
中
国
に
関
す
る
博
学
多
識
さ
に
、
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二
〇
九

山
名
弘
史
先
生
を
送
る

「
大
学
の
先
生
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
だ
な
」
と
感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、

史
料
を
繰
る
楽
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
国
際
政
治

の
大
学
院
に
進
ん
だ
後
は
、
年
に
何
度
か
研
究
室
に
お
邪
魔
す
る
と
（
ア
ポ

イ
ン
ト
も
取
ら
ず
に
い
つ
も
ふ
ら
り
と
研
究
室
に
訪
れ
る
と
い
う
何
と
も
ぶ

し
つ
け
な
元
教
え
子
で
し
て
…
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）、
昔
と
変
わ
ら

な
い
、
中
国
へ
の
お
だ
や
か
な
眼
差
し
と
愛
情
が
と
て
も
山
名
先
生
ら
し
く

思
え
ま
す
。

　

ご
退
職
に
と
も
な
っ
て
、
山
名
先
生
の
お
だ
や
か
な
笑
顔
と
ご
見
識
を
拝

す
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は

何
と
も
残
念
で
す
。
長
い
間
ど
う
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。
先
生
の
ご
健
康
を

祈
り
つ
つ
心
よ
り
感
謝
を
込
め
て
。
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